
 
 長

浜
曳
山
祭 

ユ
ネ
ス
コ
登
録
へ

　
日
本
の
祭
り
　
長
浜
に
集
結

　「
日
本
の
祭
り
in
な
が
は
ま
」
が
２
日

間
に
渡
り
開
催
さ
れ
、
国
内
外
の
伝
統
芸

能
33
団
体
が
長
浜
市
に
集
結
し
ま
し
た
。

　
徳
島
の
阿
波
お
ど
り
や
山
形
の
花
笠
ま

つ
り
、
地
元
か
ら
は
長
浜
曳
山
祭
を
は
じ

め
丹
生
茶
わ
ん
祭
な
ど
が
競
演
し
、
熱
気

に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
祭
り
は
人
と
人
を

結
び
、
地
域
を
元
気
に
し
ま
す
。
実
行
委

員
会
の
皆
さ
ん
の
ご
努
力
で
大
成
功
で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
日
本
の
祭
り
の
熱
も
冷
め
ぬ
翌
日
、
ユ

ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
文
化
機
関
）
の
補
助

機
関
は
、
長
浜
曳
山
祭
な
ど
33
の
祭
り
で

構
成
す
る
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
を
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
す
る
よ
う
勧
告
し
、

11
月
末
の
登
録
が
確
実
と
な
り
ま
し
た
。

　
曳
山
祭
は
長
濱
八
幡
宮
の
祭
礼
で
す
。

長
浜
城
主
だ
っ
た
秀
吉
公
が
同
宮
を
再
興

し
た
と
き
に
行
わ
せ
た
、
源
義
家
の
凱
旋

に
ち
な
ん
だ
武
者
行
列
「
太
刀
渡
り
」
が

始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
秀

吉
公
に
男
の
子
が
誕
生
し
た
際
に
町
衆
に

砂
金
を
配
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
基
に
町

衆
が
曳
山
を
築
い
た
と
伝
わ
り
、
13
基
が

現
存
し
ま
す
。
動
く
美
術
館
と
い
わ
れ
る

豪
華
な
曳
山
の
舞
台
で
、
子
ど
も
が
見
事

な
歌
舞
伎
を
演
じ
る
の
が
曳
山
祭
の
大
き

な
特
徴
で
、
少
な
く
と
も
２
７
０
年
前
か

ら
演
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
連
綿
と
受
け
継
い
で
き
た
祭
り
を
、
山

組
の
皆
さ
ん
が
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で
保
存
し

て
き
た
こ
と
が
世
界
で
高
い
評
価
を
得
た

こ
と
は
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
あ
り
、
心
か

ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
に

登
録
さ
れ
る
祭
り
が
あ
る
こ
と
は
、
全
市

民
の
誇
り
で
あ
り
、
夢
と
希
望
で
す
。

　
県
内
初
と
な
る
こ
の
栄
誉
は
、
大
勢
の

皆
さ
ん
を
湖
北
・
長
浜
に
お
迎
え
し
、
地

域
振
興
や
観
光
発
展
に
繋
げ
る
絶
好
の
機

会
で
も
あ
り
ま
す
。
山
組
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
曳
山
祭
を
継
承
保
存
し
、
国
内
は

も
と
よ
り
世
界
中
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。
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※至誠通天
　誠を尽くせば天が
　味方してくれること

冬
の
感
染
症
に
つ
い
て

　
本
格
的
な
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
お
正
月
、
雪
遊
び
。

外
出
す
る
の
が
楽
し
く
な
る
よ
う
な

行
事
が
い
っ
ぱ
い
で
す
ね
！

　
し
か
し
、
冬
は
様
々
な
感
染
症
が

流
行
し
や
す
い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

低
温
・
低
湿
度
の
冬
は
、
ウ
イ
ル
ス

に
と
っ
て
、
長
く
安
定
し
て
存
在
す

る
の
に
絶
好
の
環
境
で
す
。
空
気
が

乾
燥
す
る
こ
と
で
、
く
し
ゃ
み
や
咳

で
ウ
イ
ル
ス
が
よ
り
遠
く
へ
飛
び
や

す
く
、
感
染
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
ま

す
。

　
一
方
、
気
温
の
低
下
と
と
も
に
体

温
が
低
下
す
る
と
、
代
謝
活
動
が
低

下
し
、
免
疫
力
の
低
下
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
ま
た
空
気
の
乾
燥
に
よ
り
、

本
来
粘
液
を
産
生
す
る
こ
と
で
ウ
イ

ル
ス
の
侵
入
を
防
い
で
い
た
鼻
腔
や

の
ど
、
気
管
支
の
粘
膜
が
乾
燥
し
て

傷
み
、
感
染
を
起
こ
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
冬
は
ウ
イ
ル
ス
が
元
気
に
な

り
、
人
の
身
体
は
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
や
す
く
な
る
の
で
す
。

　
冬
季
に
問
題
と
な
る
感
染
症
に
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ

マ
等
の
呼
吸
器
感
染
症
と
、
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
等
の
ウ
イ

ル
ス
性
の
感
染
性
胃
腸
炎
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
の
感
染
症
も
、
自
分
自

身
が
か
か
ら
な
い
、
ま
た
他
の
人
に

う
つ
さ
な
い
た
め
に
は
、
手
洗
い
や
、

マ
ス
ク
等
の
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
が
大
事

で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ロ
タ
ウ

イ
ル
ス
等
い
く
つ
か
の
感
染
症
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
感
染
の
防
止
や
重

症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

し
て
何
よ
り
も
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
、十
分
な
睡
眠
、保
温
に
努
め
、

日
ご
ろ
か
ら
感
染
症
に
負
け
な
い
健
康

な
体
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

このコーナーでは病院事業のスタッフの紹介を兼ねて、病院施設や
体制のほか、生活に役立つ“健康豆知識”などを紹介します。

問

市
立
長
浜
病
院

　 （
☎
６
８

－
２
３
０
０〈
代
表
〉）

市立長浜病院診療局小児科
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12
月
１
日
か
ら
除
雪
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

問
道
路
河
川
課
（
☎
６
５

－

６
５
３
１
）

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
体
験
講
習
会

参
加
者
募
集

問
環
境
保
全
課（
☎
６
５

－

６
５
１
３
）

意
見
を
募
集
し
ま
す

　
地
区
ご
と
に
除
雪
対
策
本
部
を
設
置
し
、
幹

線
市
道
や
バ
ス
路
線
、
通
勤
通
学
・
生
活
重
要

路
線
等
を
中
心
に
地
域
特
性
に
応
じ
た
除
雪
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
除
雪
路
線
以
外
の
生
活
道
路
や
消
火

栓
、
防
火
水
槽
付
近
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
除

雪
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

①
路
上
駐
車
を
し
な
い

　
除
雪
車
が
通
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
接
触
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

②
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
を
触
ら
な
い

　
道
路
脇
に
赤
く
塗
っ
た
竹
や
紅
白
の
ポ
ー

ル
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
道
幅
や
危
険
箇
所

の
目
印
と
な
る
も
の
で
す
の
で
触
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

③
溝
ふ
た
は
必
ず
閉
め
る

　
側
溝
に
排
雪
し
た
後
、
溝
ふ
た
を
開
け
た

ま
ま
に
す
る
と
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

必
ず
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

④
道
路
上
の
鉄
板
を
撤
去

　
段
差
解
消
な
ど
の
た
め
道
路
に
設
置
し
て

い
る
鉄
板
は
、
除
雪
車
が
は
ね
上
げ
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
道
路
上
か
ら
撤
去

し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
玄
関
前
は
各
家
庭
で
除
雪

　
除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
宅
地
な
ど
の
出
入

口
を
塞
い
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
場
合
は
、
各
家
庭
で
再
度
除
雪
を
お
願
い

し
ま
す
。

⑥
木
の
枝
を
処
理

　
降
雪
時
は
雪
の
重
み
で
、
竹
や
木
の
枝
が

道
路
上
に
倒
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
所

有
し
て
い
る
人
は
事
前
に
処
理
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

⑦
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い

　
道
路
へ
の
雪
の
投
げ
捨
て
は
、
事
故
や
凍

結
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

⑧
走
行
中
・
作
業
中
の
除
雪
車
に
注
意

　
除
雪
車
は
走
行
中
・
作
業
中
と
も
危
険
で

す
の
で
、
絶
対
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
安
全
運
転
に
つ
な
が
り
、
か
つ
地
球
や
財
布

に
や
さ
し
い
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
技
術
を
こ
の
機
会

に
習
得
し
ま
し
ょ
う
。

︻
と
　
き
︼
12
月
18
日
（
日
）　
９
時
〜
12
時

︻
と
こ
ろ
︼
長
浜
自
動
車
学
校
（
加
田
町
）

︻
内
　
容
︼  

場
内
を
走
行
し
、
運
転
を
解
析
。

運
転
の
癖
を
知
り
、
修
正
す
る
こ

と
で
燃
費
の
良
い
運
転
を
学
習
し

ま
す
。

︻
参
加
費
︼
無
料

︻
持
ち
物
︼
自
動
車
運
転
免
許
証（
A
T
限
定
可
）

︻
定
　
員
︼
12
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

︻
申
込
み
︼
12
月
８
日
（
木
）
ま
で
に
、
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話

番
号
を
電
話
で
担
当
課
ま
で
。

　
陸
上
交
通
の
安
全
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的

に
推
進
す
る
た
め
、
第
10
次
長
浜
市
交
通
安
全

計
画
（
案
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
次
の
と
お
り
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

︻
閲
覧
場
所
︼  

市
民
活
躍
課
〈
西
館
３
階
〉、
北

部
振
興
局
地
域
振
興
課
、
本
庁

舎
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
〈
東
館

１
階
〉、
各
支
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

︻
募
集
期
限
︼
12
月
16
日
（
金
）
ま
で

︻
提
出
方
法
︼  

任
意
の
様
式
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
直
接

ま
た
は
郵
送
（
消
印
有
効
）、

F
A
X
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
左
記
ま
で
。

問
合
せ
・
提
出
先

市
民
活
躍
課
〈
西
館
３
階
〉

〒
５
２
６

－

８
５
０
１ 

　
八
幡
東
町
６
３
２

☎
６
５

－

８
７
１
１
　

 

６
５

－

６
５
７
１

* katsu
yaku

@
city.n

agah
am
a.lg.jp

問合せ先

各地区除雪対策本部 担　　当　　課

長 浜 地 区 ☎６５－６７０３

道路河川課

（☎６５－６５３１）

浅 井 地 区 ☎７４－３０２０

び わ 地 区 ☎７２－３２２１

虎 姫 地 区 ☎７３－３００１

湖 北 地 区 ☎７８－８３００

高 月 地 区 ☎８５－３１１１

北部振興局 建設課

（☎８２－５９０４）

木 之 本 地 区 ☎８２－４１１１

余 呉 地 区 ☎８６－３２２１

西 浅 井 地 区 ☎８９－１１２１
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